
サッカーというゲームの方向性を見ることは非常に

重要なことです。

なぜなら、選手lま昨日のサッカーに向けて準備させる
のではなく、将来のサッカーに向けて準備させなくて

はならないからです。

アンディ・ロクスプルク

世界をスタンダードとした強化策の推進

世界のトレンドを見ることの重要性

歴史としてではなく、近い将来を予想し、それ
に向けて子ども逮を準備させる

ク…燿ボンッメ″鮮

世界の切 カーの分析

世界基準に台ねせる !

将来への示唆 → U=■2ノ■4ノ lG

よ菌レ詢m℃ 跳釉ソ

「ゲームはよリスピーディーに、
よリテクニカルになつてきている。
そしてこれからもその傾向は続く
だろう。」

アーセン・ヴェングル



DVD

・ 基本の重要性

DVD
O Japan's way

U‐ 13・ 14年代のサッカー

ワールドカップドィッ大会からの日本の課題

尋
日本は特用な事で負けたのではなく

シンブルな織僣と麟虐の習慣が不足していた。

テクニック・判断力・運動量 (持久力)

帥 nも υ胸,y
「サッカーをしよう」～ょり多くの選択肢を持つ～

サッカーすることによつて、そのゲームの中で
より効果的な関わりができる「個Jの育成を追求

く、より多くの選択肢を持つ攻撃・守備に関係な

～動きながら～       1141■ t01じ 稲trl

ツト/アウトブツト・「ン7:・「観るJ

・ 『スキルの発揮」

・『関わり続ける」

・「アクションを起こすJ            8
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サッカ…鷺畢1‖必残な残潔

|,■lil"ッラ■ シえ委せ0ジレ壬スI育成年代鶴 同じ
|

011ム↑縫がリットポ ‐-7¨

・ベースの義布(個人技薇・傾人■備)

・スペシ翠′ティー(■台の上にスペシヤル)

OI,本のストロングで麟う

・燿繊で生かせる●0青咸

ぽ嘱れ郡齢瀞‐̀

どの年代でも、どのレベルでも
A代妻のコンセツト(その国の
目指すサッカー)がプレーされて
いるか?

壕 WP舗
漑 年lJ‐200勝

∬男X.〕'2∞3年U■ 7串優勝



圏本の進むべき方向性

それをU‐12年代であつても意識することの意義

分析 → 短。中。長期のアプローチ

代表はそのときの選手を単に集めて闇うだけではない。

将来に向けてのベース

U‐12の指導者もサッカーを知る・理解することが重要

(ただしインプット/アウトプット)

親代日本0機織 I・・癖か闘臓額崚
…

社金
中産階畿社会、高学饉社会、進路躍択の多様性、
少子化傾向、瞭露学校の「しつけ」の低下

身体特徴
体格的 ι、アジリティ/スタミナ↑、器用

メンタリティ
難麓、思酎強さo眠の鶴→、チームワークの尊重
模徹からの発農副 出くものづくり)、 武士適精神

リッカ…環境
先畿圏と饉離、多スポーツ、避び場所減少/学校施設の充実、
多くのサッカー仲間の情鮨罐 卜・l― トリ軸―Fap離驚メ坤り舞はない 21

闘串サッカ…傑欝感昴灘蠅

基本とは

申.動きながらの技術の精度を上げる

闘本サッカー,の育成の課題

基本とは

亀 ●日本人の特長を生かし、日本の良さを最大限に

生かすサッカーの追求

J枷 lp割出
`s lyyJy

闘本サッカーの育成の購彊

基本とは

2.『 1対 1の政守が弱いJ二とを克服するために、

チームメイトとの効果的なかかわり、選択肢のある中

で個人が効果的に状況を打囲できるようにする

醐本サッカーの育成の課題

基本とは

4.ゲームの主導権を握るために
①ポールに寄る
②パスしたら動く
といつた基本の徹底を回る



日本サッカーの育成の課額

基本とは

3ロ トレーニングでは克服すべき課題の個々のテーマ
に固執するのではなく、

サッカーをすることをトレーニングの中心課題とする

仲|ビ|トマとしうよリサ勁―であり嘔本」

"ニ
ック、持久力、朝断カ

墓ホ(テクニック、綱断、コミュニケーション、フ4外ネス)

ドリル‐ポゼッlヵン→ドリル→ゲーム

ドリルでは見せかけでない反復で技術をしつかり身につけきせる

フィニッシュは特化

あとはテタニックのベースを判断をともなう中でEaさせる

どのセッションtt合的に

日本サッカーの育成の課題

基本とは

6.どんな状況においても、プレーを続ける強い意志
を持つたくましい選手を育成する

1亜J笙幕驚ぃり身につけat6
"
"力

贅 する

睡J挽脇
=10の前鳳口としての準備

グレ 70ィメージ
―

[l tl l慈
:虐憲算「詈彗常亀奪う  中 国

ポー
ー 靭 題ぶ、シンプルに●かす。

ボールをいかに事く奪うか
口わりの人数、質が富銘

動きながらの技術の習得にフォーカスを機ける
トレーニングのオーガナイズをよリシンプルなものに
しつかり数多く反饉できるようにする。
(壁打ち、対人バス等含ti→ 止める、菫るの徹底 .¨ 日本の弱点)

シンプルな中でのアプローチ 敏感

ドリルの反壼とゲーム
欄断力へのアプローチとしてゲ=ム (3対なつ

素の部分を満たす(認めてあげる、違うこあ 教える)

素の子どもlよ仕掛けるはず。
オーガナイズでも工夫

日本サッカーの育成の議鐵

全般

基本の徹底

ミスを恐れない
結果ではなく過程
自分たちでやる機会
ゲームをつくる経験
好き嫌いをしない食生活
規則正しい生活習慣



…凛闘(役割)の理解〈ポゼ″ ョン

硼人戦術の理解のための「口わり』、『オフJを U・12喘やる。

ポジカ ンの取り方をボぜ
"ョ

ンでのポジ1/3ニングr●える。

サッカーをより大きくとらえる。                 ・

小さな椰品の寄せ集めではなく、大きなところから整えると考える。

薇いはわ ‐ ■ がヽ、あまりこだわりすぎず、

…

撮 る

匝Ы] 先の年代でな目的に攻めるための立ち位置をU‐12から
象えるべき.

個人職術の理解のためのポジションの取り方をもつと
教えるべき.

基本はじつけなのだから教え込むべきところ。

綺つている技硝でサ勁 -0ゲーム魯鯛瞼墨

サッカー選手に必要な要素

r三1111数 38

育成年代のサッカー

成功のためのクオリティー

必要不可欠なクオリティー :

テクニック

必然的に関わつてくる要素 :

スピード
もしく:ま ′かつ

持久カ
(有醸議性)

明濶



節92圃 鸞 脚本壼印サッカ…Å彙

ボールの保持(ポゼッション)を失わないで攻めることヘ
の挑戦
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育てながら,勝つことに挑戦
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